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令和４年度フッ化物洗口研修会のご案内 

 平素より本会会務運営に対しご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。 

さて、本会では、沖縄県委託「令和４年度沖縄県口腔保健推進事業」の一つとして、標記に

関する研修会を下記の通り開催することとなりました。 

今回は、佐賀県歯科医師会 地域保健部 理事 舛元 康浩先生を招聘し、『フッ化物洗口の

重要性について～子どもの健康格差縮小のため～』を演題に講演していただきます。また、

本会地域保健委員会から野原昭彦委員長に『フッ化物についての理解』と題して、講演いた

だきます。 

今回は、コロナウイルス感染防止のためオンライン（Web 形式）で開催いたします。 

つきましては、下記のＱＲコードまたはＵＲＬより、来る１１月７日までにお申し込みく

ださいますようお願いいたします。多くの行政・教育関係者ならびに医療関係者のご参加を

賜りますようご案内申し上げます。 

記 

日  時：令和４年１１月１３日（日）１０：００～１２：００ 

場  所：オンライン（WEB 会議ツール webex） 

対 象 者：歯科医師・歯科衛生士・歯科医療関係者・行政･教育関係者・PTA 関係者 

講 演１：『フッ化物についての理解』 

講  師： 沖縄県歯科医師会 地域保健委員会 委員長 野原昭彦先生 

講 演２：『フッ化物洗口の重要性について～子どもの健康格差縮小のため～』 

講  師：佐賀県歯科医師会 地域保健部 理事 舛元 康浩先生 

参 加 費：無料 

講演内容：裏面 

申   込：下記のＱＲコードまたはＵＲＬより、来る１１月７日（月）までにお申し込み 

     ください。後日、申込者へ webex 招待メールを送信いたします。 

※webex 接続時の表示名は、必ず申込者名で表示するようお願い申し上げます。 

https://forms.gle/2dWD88if3QBEsWGe6

沖縄県歯科医師会事務局 與那嶺 

〒901-1105 南風原町字新川 218-1 

tel 098-996-3561 fax 098-996-3562



○舛元康浩先生講演抄録 

『フッ化物洗口の重要性について～子どもの健康格差縮小のため～』 

佐賀県歯科医師会 

地域保健部 理事 舛元 康浩 

佐賀県でのフッ化物洗口の取り組みは、平成 11 年度に「乳幼児歯科保健緊急対策事業」

として、市町村が実施するフッ化物塗布事業、及び保育所・幼稚園におけるフッ化物洗口

事業に対し補助金制度を創設したのが始まりです。実施率が全国１位となり、令和元年の

１２歳児の７割はむし歯が無い状況です。この様に本県の洗口事業は順調に推移してきた

かに思えましたが、令和 2年にフッ化ナトリウム試薬の管理が厳格となり、県内全域で洗

口事業が中止となってしまいました。しかしながら、この洗口薬剤を試薬から医療用医薬

品に変更する一件で、洗口事業がむし歯予防だけにとどまらない、素晴らしい事業である

という認識を佐賀県や市町教育委員会等関係団体と再共有できたことはよかったと考えて

おります。ただ、現在、本県でもコロナ禍で洗口事業はたびたび中断しますが、このよう

な社会状況だからこそ、洗口の重要性について、皆様と共に考える機会となれば幸いで

す。 

○講師略歴 

舛元 康浩（ますもと やすひろ）  

1993 年 鹿児島大学歯学部卒業 

1997 年 鹿児島大学大学院歯学研究科博士課程単位取得の後退学 

1997 年 鹿児島大学歯学部小児歯科学講座 文部教官助手 

2001 年 鹿児島大学博士（歯学）（歯論第 44 号）取得 

2005 年 ますもと けんこう歯科開業 

2007 年 日本小児科学会専門医取得 

      現在に至る 

【現職】 

・佐賀県歯科医師会地域保健部 理事 

・日本小児歯科学会 佐賀県代表幹事 

・九州口腔衛生学会 幹事 


